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平成２８年度旭川市病院事業会計決算の概要 

 

平成 28年度は，入院患者数の減少及び外来１人当たりの収益単価の減少により，入院収益，外来収益ともに前

年度を下回ってしまいました。 

資金面では，単年度収支で5億9千403万5千円の大幅な赤字となり，初めて資金不足に陥ることとなりました。 

当院としては，経営コンサルティング業務の実施や様々な職種の職員が集まっての経営改善会議の実施などの取

り組みを行いました。 

さらに，市立旭川病院第 3次中期経営計画（新公立病院改革プラン）を策定し，平成 29年～平成 33年度までの

数値目標を設定したところであり，今後は，経営改善に向けて職員一丸となり，一層努力して参ります。 

 

１ 平成２８年度決算の内容 

(1) 患者数 

 
 
(2) 収益的収入・支出（税込） 
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(3) 資本的収入・支出（税込） 

 
 

 

 

 
２ 財務諸表 

(1) 損益計算書 

１年間の企業活動の経営成績を表します 
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(2) 貸借対照表 

年度末における財産の状態を表します。 

 

 
３ 経営状況（主な財務指標） 

(1) 損 益 

損益計算     平成 28年度純損益 －1億 2千 410万 5千円     

平成 27年度の純損失 4億 2千 105万 5千円から平成 28年度は 1億 2千 410万 5千円の純損失と収支

は改善しましたが，黒字への転換には至りませんでした。 

(2) 資金収支・資金残高 

資金収支計算 平成 28年度収支   5億 9千 403万 5千円収支不足  

資金残高（マイナスは不足）平成 28年度末残高 －5千 363万 5千円     

資金残高は，流動資産と流動負債（企業債を除く）の差で表され，マイナスになると資金不足の発生

につながります。資金収支は，前年度と今年度の資金残高の増減で実質的な収支状況を表します。 

（3）資金不足比率 

資金不足比率は，資金不足の状況を表し，次の式で算出されますが，当院においては，地方公営企業

会計制度改正に伴う経過措置が適用となるため資金不足額は 0としています  

 


